
学校評価状況の分析・改善 （7月実施）　　　白山市立鳥越中学校
「よくあてはまる」で評価

※　評価の観点による実現状況の達成度判定基準は，Ａ～Ｄの４段階の基準で評価したものである。

　　　　〔Ａ…よくあてはまる，Ｂ…あてはまる，Ｃ…あてはまらない，Ｄ…まったくあてはまらない〕

※　判定は，学期の業務遂行状況を教職員による学校評価アンケートや生徒・保護者アンケートの結果をＡ～Ｄの４段階の判定基準で評価したものである。また，その分析や改善結果・学校関係者評価について記載した。

重点 経営ビジョン 具体的な取組（重点項目）
質問
紙NO. 評価の観点 達成基準 ５月 ７月（現状） 結果分析・改善 学校関係者評価 次年度に向けて

（前期）
・ちょっとしたことでも先生から褒められる
と家で嬉しそうにしている。家で親が言っ
ても響かないことが、先生の声かけには
応えようとする。
・小学校では自己肯定感を高めるため
に、行事や授業等でしっかり個々に目標
を持たせ宣言させている。そして、学級担
任がそれをどう捉えて指導し、振り返らせ
ることを大事にしている。その中でタイミ
ングの良い評価を教師がはさむようにし
ている。このことを地道にやってきたこと
で、少し子どもに自信がついてきた。頑
張ったなと思える子が増えてきた。小学
校と中学校では発達段階が違うと思うが
参考にしてほしい。

（前期）
・子どもたちが活発に授業に参加するた
めに、どの教科においても自分の意見を
持った上で、班で話し合うようにさせてい
く必要がある。また、話し合いで出た様々
な意見を尊重するようにさせることも自主
性を育てる上で大切である。
・子どもたちに興味を持たせたり、自ら解
決する力をつける。つまり、やる気を引き
出す授業を追求していく必要がある。小
学校と中学校で互いに授業を見せ合う中
で、それぞれの段階でどのような力を付
けさせなければいけないのかを考えた
い。小中連携の視点で授業研究を行い
たい。

自ら進んで学習する生
徒の育成　「知」
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校務分掌や主任が適切に
機能し、組織的に活動が
行われている。

学校へ行くのが楽しい。

子どもは，学校へ行くの
が楽しそうである。

先生は悩みを聞いたり、
困ったときに相談にのっ
てくれたりする。

親が困ったときに相談で
きる（できそうな）教職
員がいる。

先生は良いところや頑
張ったことを認めてくれ
る。

生徒を認めたり、ほめた
りする場面を設定し、自
己有用感を持たせるよう
にしている。
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Ａー９０％
Ｂー８０％
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授業で学習内容の見通し
を持ったり，ふり返った
りすることができる。

生徒が学習の「見通し・
ふり返り」を持てるよう
に取り組んでいる。

授業では自ら進んで課題
に取り組んでいる。

授業では一人ひとりの伸
長を意識し、思考を深め
る手立てを工夫をしてい
る。
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合わせたポイント
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【１．達成された姿(ゴール)】
 ・授業で学習内容の見通しを持ったり，ふり返った
りすることができる生徒
・授業で自ら進んで課題に取り組んでいる生徒

【２．具体的な取組(Plan)】
 ・見通し・ふり返る学習活動の研究
 ・校内研究授業の充実
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○７月評価(Check)
【評価・分析】
組織的な学校運営については満足のいく結果となっている。

【７月評価時点での成果と課題】
全職員が組織を意識し行動することが必要である。

○目標・計画の再設定(Action)
全教職員の共通理解を図り、主任を中心に組織的に取組を進めていく。

○７月評価(Check)
【評価・分析】
「学校に行くのが楽しい」という項目では生徒、保護者いずれの回答におい
ても概ね満足できる結果となっているが、５月より生徒３％、保護者４％下
がっている。「あてはまらない」と回答した生徒は14％で、人数に換算すると
１０人である。この生徒たちがどのような場面で「楽しくない」と感じているの
か観察していく必要がある。
「先生は悩みを聞いたり、困ったときに相談にのってくれたりする」という生
徒の項目においては84％と、目標にしていた90％に到達していない。「あて
はまらない」と答えた生徒の中には、元気に学校生活を送っている生徒もお
り、表面には出さないが誰もが悩みを抱えていると思って対応していく必要
がある。
「先生は良いところや頑張ったことを認めてくれる」の項目においては生徒
が92％、保護者90％が「よくあてはまる」「あてはまる」と回答しており、目標
としていた数値に達成した。

【７月評価時点での成果と課題】
生徒一人一人を日頃からよく観察し、長所や努力しているところを見取った
り、悩みに気づいて声をかけたりするなど、いざというときに相談できる関係
を教師自身が作っていくことが大切である。また、生徒の情報を共通理解
し、どの教職員も相談に関わることができる場の設定や相談体制の見直し
を図ることが考えられる。保護者に対しては、今後も学校の方針、取組等を
通信を通して発信するとともに、保護者の声に耳を傾ける等、家庭との連携
を進めていくことが必要である。

○目標・計画の再設定(Action)
自己肯定感、自己有用感を持たせる取組は教師の心がけ一つで生徒の変
容が見てとれる。普段から生徒の様子をよく観察し、声をかけたり、生徒か
らの話には丁寧に対応する。
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学校評価を生かした学
校経営の充実

【１．教育目標・めざす生徒像】
　(豊かな心と向上心にあふれる生徒の育成)
○４つの生徒像の実現
・自ら進んで学習する生徒
・互いの良さを認め高め会う生徒
・心と体を鍛える生徒
・ふるさとに誇りを持つ生徒

【２．具体的な取組(Plan)】
○４つの生徒像の実現に向けて各分掌で取り組む
・確かな学力の育成
・共感的な生徒指導
・主任の機能化
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○７月評価(Check)
【評価・分析】
昨年度、成果があったことから「よくあてはまる」のみで達成基準を設定した
が「見通し・ふりかえり」の項目では、「よくあてはまる」と答えた生徒は37％
と５月から大幅に下がった。「あてはまる」まで含めると94％であった。また、
「進んで課題に取り組む」の項目でも「よくあてはまる」と答えた生徒は37％
にとどまった。授業に意欲的に取り組んでいる生徒は少ないと思われる。

【７月評価時点での成果と課題】
各教科において単元見通し表を活用した、見通し・ふり返りのある授業に取
り組んできたが、「よくあてはまる」と回答した教師が67％であったことから、
まず教師の意識を100％にする必要がある。さらに学習意欲にもつながるよ
う、「何ができるようになるか」をねらい、達成する授業を意識して取り組む
必要がある。

○目標・計画の再設定(Action)
単元を通して、または１時間の授業の最初と最後に見通しを持ったり、振り
返ったりする時間を確実に確保し生徒たちに意識させていく。
教師が準備した「めあて」をもとに授業を展開すると、子どもが受け身の授
業になってしまうと考えられる。進んで課題に取り組むことができるよう、子
どもが自ら「問い」を立て、教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせ
て問題を解決する子どもの主体性を発揮させる授業を行っていく。
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（前期）
・学校の運動会で鳥越の伝統的な踊りを
やっているのがびっくりした。良いことで
ある。

（前期）
・アンケートの中で「家で読書をしている」
という設問があり、中学生の忙しさが表
れた結果が見える。日頃から活字を読む
指導ををすることが語彙力をつけ、ガリガ
リノート（自学ノート）の質の向上につな
がっていくのではないか。
・ガリガリノートをみんなが見ているという
環境をつくることも大切である。
・ドリル学習が必要な子、調べ学習がで
きる子など様々でよいが、何をしたらよい
かわからない子にはネタをあげる個別指
導が必要である。

(前期）
・テストの結果が悪いと自信が持てない
ように思う。自己肯定感の低い子は、本
心でしゃべってはいないのではないか。
「とりごえもんの羽」も記名式だと書きにく
いので、生徒Ａとかにすると自由に意見
を述べたりできるのではないか。自分を
隠し、自由に発言できる方が楽しめると
思える。

自ら進んで学習する生
徒の育成　「知」

○７月評価(Check)
【評価・分析】
「思いやり」の項目では生徒、保護者、教師の観点で概ね高いポイントと
なっており、家庭と学校双方から相乗的に働きかけがなされていると考えら
れる。「友達の良い行い」の項目に関しては、「よくあてはまる」では4％下
がってＣ判定であり目標は達成できなかったが、「あてはまる」と答えた生徒
の割合も含めると5月より4％高くなっている。

【７月評価時点での成果と課題】
生徒同士で良いところを見つけ発表し合う「とりごえもんの羽」について、生
徒の意識が高くなっていることが見て取れる。この活動を行うことによって、
生徒の自己有用感を育て、他者への思いやりが自然と生まれるように進め
ていきたい。

○目標・計画の再設定(Action)
「とりごえもんの羽」の取組は浸透していると考えられる。今後は質の高ま
り、向上を重点的に行っていきたい。具体的には生活目標と関連を図った
り、テーマを絞ったりするすることで、広い視野を持って「思いやり」について
深く考える機会となればよい。また、「とりごえもんの羽」以外に、各学級で
の取組も行うことで、さらに効果を上げていきたい。

○７月評価(Check)
【評価・分析】
地域とのつながりが深いこともあり、「あいさつ」の項目については生徒、保
護者ともに「よくあてはまる」「あてはまる」と答えた割合が高かった。自律清
掃に関する項目については５月の実態調査から「よくあてはまる」のみで達
成基準を設定したが、8％下がる結果となった。

【７月評価時点での成果と課題】
生徒会のあいさつ運動や育友会のあいさつ運動などが成果につながってい
る。自律清掃については「あてはまる」まで含めると90％以上の高い割合を
示しているが、「よくあてはまる」の割合が下がっていることは、自律清掃へ
の取組についての趣旨を再度確認する必要がある。

○目標・計画の再設定(Action)
自律清掃は「学校をキレイにするため」ではなく、「人間として成長するため」
であることを押さえ、「意志力、情操、創造性」を自分自身でしっかり磨く意識
を高めるような働きかけが必要である。

○７月評価(Check)
【評価・分析】
生徒の「よくあてはまる」と答えた割合は下がったものの、「あてはまる」まで
含めた割合は生徒、保護者、教職員の回答は高い評価であった。これは城
山旧道整備、花いっぱい運動等、生徒が主体的に活動したこと、教職員も
生徒と共に地域への貢献活動をしたことによる。生徒の掲示には愛郷心あ
ふれるものが多く見られた。
 
【７月評価時点での成果と課題】
地域とのつながりが強い学校である。また、家庭からの期待も高いことがわ
かる。生徒の愛郷心をさらに高められるように、今後も継続して地域の活動
に参加したり、行事や授業等での地域人材の活用を進めたりして地域や家
庭に対して、生徒の良さを積極的に発信していくことが必要である。

○目標・計画の再設定(Action)
生徒の愛郷心をさらに高められるよう、地域の資源や人材を学校行事に活
用する。また、活動の後は生徒に作文を書かせるなどふり返らせる機会を
継続して持っていく。
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道徳の授業を要とした道
徳教育の工夫で、生徒に
思いやりの心が育ってき
ている。
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子どもは家庭学習の習慣
がついている。

Ａ+Ｂ
Ａー９５％
Ｂー８５％
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子どもは，友達に対し
て，思いやりの心で行動
している。

学んだことをふり返った
り（復習）次の授業の見
通した勉強（予習）を家
でしている。

ふるさとに誇りを持つ
生徒の育成　「家庭・

地域連携」

【１．達成された姿(ゴール)】
 ・地域に誇りを持つ生徒

 【２．具体的な取組み(Plan)】
○生徒に地域の良さを知らせ，地域に参画できる生徒
の育成
・白山麓の良さを知り，ジオパークの推進
・鳥越・河内地域での職場体験学習
・城山旧道整備と鳥越の歴史に関する講話
・鳥越体育祭や夏祭りでのボランティア活動
・道徳の授業の工夫（地域教材の活用，地域GTの活
用）
・運動会，文化祭で地域の文化に触れる
・地域の行事への積極的参加
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心と体を鍛える生徒の
育成　「体」

【１．達成された姿(ゴール)】
・きちんとあいさつしている生徒
・自律清掃で自分の心を磨いている生徒

【２．具体的な取組(Plan)】
・生徒会執行部を中心としたあいさつ運動の実施
・全校集会での自律清掃に関する共通理解
・学級日誌への振り返りの記入と記入内容の全体への
還元
・生徒会委員会による横断的運動の立案実行
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互いの良さを認め合う
生徒の育成　「徳」

【１．達成された姿(ゴール)】
・互いの良い行いや長所を見つけることができる生徒

【２．具体的な取組み(Plan)】
 ・各学級に道徳コーナーを設置
 ・個人ポケットを利用した道徳掲示の充実
 ・生徒会主催で「とりごえもんの羽」（友達の良い
行いを伝え合うカード）の取組
・各学級で行事の後などに，感謝の気持や良い行動を
伝え合う

Ａのみ
Ａー６５％
Ｂー５０％
Ｃー３５％

Ｂ

89%

友達の良い行いや長所を
見つけることができる。

1
6
教
師

50(92)

Ｂ

友達に対して，思いやり
の心で行動している。

67%

84%

【１．達成された姿(ゴール)】
・家で勉強している生徒
【２．具体的な取組(Plan)】
・ガリガリノート（家庭学習ノート）の書き方の指
導，展示
・ガリガリノート一冊終了ごとに段位認定
・テスト前にガリガリタイム（全校生徒で学習する時
間）を実施
・テスト前にガリ勉タイム（自主学習時間）の確保

Ａのみ
Ａー６０％
Ｂー５０％
Ｃー４０％ Ｄ

1
5
教
師

○７月評価(Check)
【評価・分析】
「よくあてはまる」「あてはまる」と答えた生徒は85％だったが、「よくあてはま
る」と答えた生徒は36％であり、目標には到達しなかった。１年生で「あては
まらない」と答えた生徒の割合が高かった。家庭学習ノートの取組はしてい
るが、授業に直結する予習復習を家庭学習で行うということが十分に定着し
ていないのではないかと考えられる。

【７月評価時点での成果と課題】
今後も、自主学習ノートの推進を進める一方で、具体的にどんな予習復習
を行ったらよいか、家庭学習の方法を教えるなど個別の指導を行っていきた
い。

○目標・計画の再設定(Action)
家庭学習の取組は個人差が大きい。数値目標は変えず、毎時間ごとに小テ
ストを行ったり、個別に家庭学習の取組について助言したりして意欲を促し
ていく。

どこでも誰に対しても自
分からあいさつしてい
る。

子どもは学校や地域で元
気にあいさつしている。

92%

Ｂ

94%

自律清掃（無言、見つ
け）を通して心を磨く指
導をしている。

Ｃ

Ｂ

94%

Ａ

41(92)

Ｃ

Ｂ

89%

100%

Ａ

90%

２
　
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
学
力
を
つ
け
る

自律清掃（無言、見つ
け）を通し、自分の心を
磨いていると感じる。

89%

93%❿
保
護
者

互いの良いところを見つ
け、伝え合うための指導
を行っている。

Ａ Ａ

Ａ

49(96)

90% 100%




